
（別表３記載例の別紙）
建設リサイクル法様式（別表３）の記載について
「工作物に用いられた建設資材の量の見込み」「廃棄物発生見込量」欄は下記により記入してください。

工作物に用いられた建設資材の量の見込み
（解体工事のみ） 　　　　　　　　　トン

平成30年度作成
記載例補足資料

廃
棄
物
発
生
見
込
量

特定建設資材廃棄物の種類ごとの量の見
込み（全工事）並びに特定建設資材が使
用される工作物の部分（新築・維持・修繕
工事のみ）及び特定建設資材廃棄物の発
生が見込まれる工作物の部分（維持・修
繕・解体工事のみ）

種類 量の見込み
使用する部分又は発生が見込
まれる部分（注）

□コンクリート塊
トン

□①　□②　□③　□④
□⑤　□⑥

□ｱｽﾌｧﾙﾄ･ｺﾝｸﾘｰﾄ塊

（注）　①仮設　②土工　③基礎　④本体構造　⑤本体付属品　⑥その他

トン
□①　□②　□③　□④
□⑤　□⑥

□建設発生木材
トン

□①　□②　□③　□④
□⑤　□⑥

① １１５

１０

１００
✓

✓

✓

✓

✓

② ③

②欄は、特定建設資材「廃棄物」の数量（概数）のみ記載してください。

廃棄物のない場合は記載不要です。

③欄は、現場で使用する生コン、アスファルト合材、コンクリート２次製

品、木材があれば、取壊処分はなくても、記入してください。

（「使用」「廃棄」「使用と廃棄」、どの場合でも該当部分があれば記入

する。）

①欄は、使用、廃棄を問わず、工事に係る全ての資材の合計数量（概数）を記載してください。
（記載例はコンクリート塊１００トン＋アスファルト・コンクリート塊１０トン＋その他の使用資材又は廃棄物５トンの場合）
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